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※
千
円
未
満
は
切
り
捨
て
の
た
め
、総
額
と
は
必
ず
し
も
一
致
し
ま
せ
ん
。

　９月定例会は９月６日から９月２０日まで 15 日間の日程で開かれた。

　一般質問には１１名の議員が登壇し活発な議論が行われた。町長から

議案１２件、認定７件が上程され、審議採決の結果、全ての議案が全会

一致で可決・認定された。

一般会計歳出127127億億 3,3753,375万万55 千円千円

第 5 回

会  議

総務費総務費
28 億 4,327 万 4 千円28 億 4,327 万 4 千円

22.3%22.3%

民生費民生費
36 億 2,817 万 2 千円36 億 2,817 万 2 千円

28.5%28.5%

衛生費衛生費
8 億 1,199 万 8 千円8 億 1,199 万 8 千円

6.4%6.4%

農林水産業費農林水産業費
9 億 7,118 万 7 千円9 億 7,118 万 7 千円

7.6%7.6%

商工費商工費
1億 8,540 万円1億 8,540 万円

1.5%1.5%

土木費土木費
10 億 3,895 万 3 千円10 億 3,895 万 3 千円

8.2%8.2%

教育費教育費
12 億 3,947 万 2 千円12 億 3,947 万 2 千円

9.7%9.7%

消防費消防費
4 億 4,531万 5 千円4 億 4,531万 5 千円

3.5%3.5%

災害復旧費災害復旧費
3 億 631万 1千円3 億 631万 1千円

2.4%2.4%

公債費公債費
11億 6,833 万 9 千円11億 6,833 万 9 千円

9.2%9.2% 議会費議会費
9,532 万 8 千円9,532 万 8 千円

0.7%0.7%

歳　出歳　出
（使ったお金）（使ったお金）

127127億億3,3753,375万万55千円千円
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特　別　会　計 歳　　入 歳　　出
国 民 健 康 保 険 21億 1,463 万 9千円 21億 103万 2千円
後 期 高 齢 者 医 療 保 険 2億 7,659 万 7千円 2億 4,676 万 3千円
介 護 保 険 21億 2,167 万円 19億 4,668 万円
球 磨 郡 介 護 認 定 審 査 事 業 1億 1,534 万 5千円 1億 55万円
球 磨 郡 障 害 認 定 審 査 事 業 979万 3千円 580万 3千円

水 道 事 業
収 益 的 収 支 4億 6,643 万 3千円 4億 269万 9千円
資 本 的 収 支 3億 9,546 万 3千円 5億 1,265 万円

下 水 道 事 業
収 益 的 収 支 6億 6,753 万 2千円 5億 9,372 万 1千円
資 本 的 収 支 1億 9,848 万 6千円 4億 6,133 万 9千円

令和５年度令和５年度

決  算決  算 127127億億 3,3753,375万万55 千円千円全会一致で

認定

商工費商工費
1億 8,540 万円1億 8,540 万円

1.5%1.5%

諸収入諸収入
1億 5,672 万円1億 5,672 万円

1.1%1.1%
地方譲与税・交付金・地方譲与税・交付金・
寄附金・財産収入など寄附金・財産収入など
9 億 9,022 万 4 千円9 億 9,022 万 4 千円

7.1%7.1%

繰入金・繰越金繰入金・繰越金
17 億 7,809 万 2 千円17 億 7,809 万 2 千円

12.8%12.8%
国庫支出金国庫支出金

19 億 383 万 8 千円19 億 383 万 8 千円
13.7%13.7%

県支出金県支出金
12 億 870 万 2 千円12 億 870 万 2 千円

8.7%8.7%

地方交付税地方交付税
51億 5,137 万 6 千円51億 5,137 万 6 千円

36.9%36.9%

町債町債
14 億 6,280 万円14 億 6,280 万円

10.5%10.5%

歳　入歳　入
（入ってきたお金）（入ってきたお金）

139139億億4,5404,540万万99千円千円

町税町税
12 億 9,365 万 4 千円12 億 9,365 万 4 千円

9.3%9.3%
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〈 

一 

般 

会 

計 

〉  

  
総
務
課  

　
　
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
で
、
講
師
謝

金
が
不
用
で
あ
っ
た
。
P
R
の
方
法
は
。

　
　

依
頼
が
な
か
っ
た
。
P
R
不
足
は
否

め
な
い
。
今
後
各
地
区
に
向
け
て
お
知
ら
せ

し
て
い
く
。

　
　
県
内
の
南
海
ト
ラ
フ
地
震
防
災
対
策
推

進
地
域
指
定
自
治
体
は
。
今
後
、
町
は
ど
の

よ
う
な
対
応
を
し
て
い
く
の
か
。

　
　

熊
本
県
で
は
、
宇
城
市
、
阿
蘇
市
、
高

森
町
、
山
都
町
、
多
良
木
町
、
湯
前
町
、
水

上
村
、
あ
さ
ぎ
り
町
、
天
草
市
、
苓
北
町
の

10
市
町
村
。
対
応
と
し
て
は
、
指
定
避
難
所

に
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
、
給
水
、
防
災
倉

庫
、
空
調
等
の
設
備
を
年
次
的
に
整
備
し
て

い
く
。

  

企
画
政
策
課  

　
　
テ
レ
ワ
ー
ク
施
設
の
使
用
状
況
は
。

　
　

２
月
の
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
が
８
人 

会
議
室
が
37
人
。３
月
の
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー

ス
が
15
人
、
会
議
室
が
50
人
で
あ
る
。
合
計
が

２
か
月
間
で
１
１
０
名
の
利
用
が
あ
っ
た
。

　
　
光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
整
備
事
業
に
お
け

る
難
視
聴
対
策
の
連
携
の
検
討
状
況
は
。

　
　

あ
さ
ぎ
り
町
で
の
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
内
容
が
固
ま
る
段
階
で 

事
業
の
受
託
者
で
あ
る
西
日
本
電
信
電
話
株

式
会
社
熊
本
支
店
か
ら
の
提
案
内
容
に
つ
い

て
対
応
方
針
を
検
討
す
る
。

  

財
政
課  

　
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
活
動
実
績

は
。

　
　

財
政
課
分
は
公
衆
ト
イ
レ
の
清
掃
28
か

所
と
町
有
地
の
除
草
作
業
。

　
　
一
般
会
計
で
実
質
的
な
大
幅
な
繰
越
金

を
残
し
た
結
果
に
対
し
て
ど
う
判
断
す
る

か
。

　
　

結
果
的
に
決
算
ベ
ー
ス
で
残
っ
た
と
分

析
し
て
い
る
。
財
政
課
を
は
じ
め
担
当
課
と

協
議
の
上
、
適
正
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
行
え

る
よ
う
、
予
算
化
に
つ
い
て
は
考
慮
し
て
い
く
。

  

税
務
課  

　
　

固
定
資
産
税
の
不
納
欠
損
は
何
件
で 

そ
の
発
生
原
因
は
。
原
因
の
不
透
明
さ
を
感

じ
、
町
民
に
不
利
益
を
与
え
る
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
が
。

　
　

１
０
９
件
で
１
，６
５
１
万
５
，３
７
２
円
。

原
因
は
財
産
の
有
無
と
生
活
困
窮 

所
在
不

明
な
ど
で
あ
る
。
地
方
税
法
に
基
づ
い
て
時

効
を
迎
え
る
前
に
執
行
停
止
を
か
け
て
い

る
。

問

問

問問

問

答

答

答答

答

問答

答 問
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町
民
課  

　
　
墓
地
公
園
の
管
理
負
担
金
（
収
入
）
に

対
し
て
管
理
委
託
料
（
支
出
）
が
大
き
い
。

残
地
も
多
く
今
後
の
管
理
体
制
な
ど
を
見
直

す
時
期
で
は
な
い
か
。

　
　

現
在
利
用
で
き
る
１
８
０
区
画
の
う
ち

84
区
画
が
利
用
さ
れ
、
96
区
画
が
空
い
て
い

る
。
さ
ら
に
現
在
利
用
さ
れ
て
い
な
い
区
画

が
１
５
３
区
画
あ
り
、
J
A
と
の
管
理
料

の
統
一
や
樹
木
葬
な
ど
の
取
り
組
み
も
今
後

検
討
す
る
。

  

生
活
福
祉
課  

　
　
障
害
児
通
所
支
援
費
の
サ
ー
ビ
ス
内
容

と
学
校
教
育
や
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
等
と

の
連
携
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　

昨
年
度
末
で
95
名
が
利
用
さ
れ
て
お
り 

巡
回
支
援
等
で
各
園
を
回
っ
た
り
、
保
護
者

か
ら
の
相
談
を
受
け
た
り
し
て
利
用
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
。
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の

支
援
員
や
教
育
課
な
ど
と
の
情
報
交
換
に
よ

り
連
携
し
て
い
る
。

  

高
齢
福
祉
課  

　
　
白
寿
荘
の
利
用
料
収
入
が
９
６
，
８
８
０

円
と
な
っ
て
い
る
が
、こ
れ
ま
で
の
推
移
は
。

　
　

平
成
19
年
度
以
降
、
同
24
年
度
が
最

多
で
１
９
６
，
５
０
０
円
、
令
和
３
年

度
は
６
７
，
６
２
０
円
、
同
４
年
度
は

１
０
７
，
４
９
０
円
と
な
っ
て
い
る
。

  

健
康
推
進
課  

　
　
病
院
事
業
負
担
金
に
つ
い
て
、
構
成
町

村
の
所
管
課
と
財
政
課
と
の
協
議
を
す
る
場

の
必
要
性
と
、
病
院
経
営
に
対
す
る
町
の
主

体
的
な
取
り
組
み
の
考
え
は
。

　
　

病
院
議
会
で
も
負
担
金
に
対
す
る
一
般

質
問
が
あ
り
、
構
成
町
村
と
し
て
も
客
観
的

に
見
て
い
た
部
分
も
あ
る
の
で
、
担
当
部
局

と
財
政
も
含
め
主
体
性
を
も
っ
て
病
院
事
業

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

　
　
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
事
業
に
つ
い

て
、
今
後
ど
う
考
え
て
い
く
の
か
。

　
　

基
本
的
に
医
療
機
関
に
一
任
し
て
い
る

が
、
議
会
と
協
議
す
る
場
を
設
け
る
。

  

農
林
振
興
課  

　
　
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ト
ラ
ク
タ
ー
他

の
活
動
状
況
は
。

　
　

ト
ラ
ク
タ
ー
と
ア
ー
ム
型
草
払
機
は
年

間
89
件
、
５
６
３
時
間
。
バ
ッ
ク
フ
ォ
ー
型

草
払
機
は
年
間
６
件
で
76
時
間
、
ラ
ジ
コ
ン

型
草
払
機
は
年
間
29
件
で
２
５
５
時
間
で
あ

る
。

答

答

答

答

答答

問

問

問

問

問問

あさぎり町墓地公園「花牟礼霊園」

高齢者コミュニティセンター
「白寿荘」
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商
工
観
光
課  

　
　
A
E
D
は
何
年
に
１
回
更
新
な
の
か
。

ま
た
、
夜
間
の
使
用
に
つ
い
て
は
。

　
　

耐
用
年
数
は
４
年
で
、
ポ
ッ
ポ
ー
館
設

置
分
に
つ
い
て
は
、
朝

８
時
30
分
か
ら
夜
10
時

ま
で
活
用
が
可
能
。
ま

た
、
職
員
も
使
え
る
よ

う
に
し
て
お
く
こ
と
が

大
事
だ
と
思
っ
て
い

る
。

　
　
商
工
振
興
補
助
金
の
利
用
目
的
の
要
件

を
拡
大
出
来
な
い
か
。

　
　

現
在
、
商
工
会
と
検
討
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
推
奨
商
品
の
認
定
制
度
の
中
で
、
特
産

品
開
発
に
つ
い
て
今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
よ

う
と
し
て
い
る
の
か
。

　
　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
も
増
や
し
、
か
な

り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
取
得
し
な
が
ら
商
品
開
発

を
行
っ
て
い
る
。

　
　
ビ
ハ
公
園
キ
ャ
ン
プ
場
の
在
り
方
に
つ

い
て
、
現
時
点
で
ど
の
よ
う
な
考
え
か
。

　
　

現
在
は
休
園
中
で
あ
る
が
、
公
園
と
し

て
は
解
放
し
て
い
る
。
再
度
、
キ
ャ
ン
プ
場

と
し
て
活
用
で
き
る
か
調
査
を
委
託
し
て
い

る
。
結
果
を
踏
ま
え
た
と
こ
ろ
で
考
え
て
い

き
た
い
。

  

建
設
課  

　
　
町
道
で
、
雑
草
が
全
然
刈
り
取
っ
て
い

な
い
箇
所
が
あ
る
。
今
後
ど
の
よ
う
に
管
理

し
て
い
く
の
か
。

　
　

戸
数
が
少
な
い
集
落
道
に
つ
い
て
は 

整
備
が
で
き
て
い
な
い
所
が
あ
る
。
委
託
も

検
討
し
て
適
正
な
管
理
に
努
め
る
。

　
　
道
路
や
公
園
の
樹
木
の
管
理
は
。

　
　

作
業
員
で
日
常
的
に
維
持
管
理
を
行
っ

て
い
る
。
木
の
状
態
を
把
握
し
な
が
ら
適
正

に
管
理
し
て
い
く
。

　
　

町
道
に
面
す
る
所
の
防
草
シ
ー
ト
は 

多
面
的
事
業
で
は
出
来
な
い
の
か
。

　
　

住
民
協
働
事
業
の
中
で
、
取
り
組
ん
で

頂
く
事
に
し
て
い
る
。

答

答答 答

答

答答 問

問問 問

問

問問
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教
育
課  

　
　
水
俣
に
学
ぶ
肥
後
っ
子
教
室
が
始
ま
っ

た
時
期
と
研
修
の
時
期
や
内
容
、
成
果
は
。

　
　

５
月
、
６
月
、
10
月
に
町
内
５
小
学
校

で
実
施
し
て
い
る
。
10
年
以
上
前
に
差
別
発

言
等
が
毎
年
の
よ
う
に
あ
り
、
き
ち
ん
と
し

た
理
解
を
し
よ
う
と
い
う
こ
と
か
ら
始
ま
っ

た
事
業
で
あ
る
。
資
料
館
の
見
学
や
語
り
部

の
方
の
話
を
聞
い
た
り
、
環
境
セ
ン
タ
ー
で

の
学
び
を
し
た
り
し
て
い
る
。

　
　
免
田
放
課
後
学
童
ク
ラ
ブ
が
活
動
し
て

い
る
プ
レ
ハ
ブ
の
建
物
は
町
の
学
校
施
設
な

の
か
。
半
分
は
授
業
で
も
使
っ
て
い
る
が
耐

震
は
。
早
期
の
改
修
を
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

　
　

学
校
施
設
と
し
て
財
産
に
関
す
る
調
書
の

中
に
計
上
さ
れ
て
い

る
が
、
延
べ
床
面
積

２
０
０
㎡
以
上
と
い

う
耐
震
診
断
基
準
以

下
の
面
積
で
あ
る
た

め
、
診
断
は
し
て
い

な
い
。
今
後
、
大
規

模
改
修
と
合
わ
せ
検

討
を
し
て
い
き
た
い
。

 〈 

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計 

〉

  

健
康
推
進
課 

　
　
令
和
12
年
度
か
ら
の
県
内
保
険
税
の
統

一
に
向
け
、
一
般
会
計
か
ら
の
財
政
支
援
を

計
画
的
に
行
っ
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
、
他

の
医
療
保
険
や
介
護
保
険
、
後
期
高
齢
者
医

療
と
の
整
合
性
が
と
れ
る
の
か
。

　
　

令
和
12
年
度
に
向
け
て
段
階
的
に
税
率

を
引
き
上
げ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
そ

れ
以
降
は
一
般
会
計
か
ら
の
法
定
外
繰
入
が

で
き
な
く
な
る
こ
と
か
ら
、
基
金
の
積
み
増

し
を
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

 
〈 
介
護
保
険
特
別
会
計 

〉

  

高
齢
福
祉
課  

　
　
繰
越
金
全
体
の
額
と
補
正
予
算
の
額
が

非
常
に
大
き
い
こ
と
の
要
因
は
。

　
　

当
初
予
算
編
成
時
に
給
付
見
込
み
額
を

多
め
に
組
ん
で
い
る
こ
と
、
国
県
等
へ
の
返

還
金
を
翌
年
度
に
行
う
た
め
に
繰
越
金
の
額

が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

 

〈 

企 

業 

会 

計 

〉

  

上
下
水
道
課  

　
　
皆
越
地
区
の
水
道
施
設
の
管
理
は
。

　
　

今
後
、見
直
し
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

維
持
管
理
の
方
法
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

答

答答

答

答

問

問問

問

問
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審議内容の抜粋令和 5 年度決算



　　〈　第 3 回  〜  第 5 回会議内容　〉

１. �あさぎり中学校屋内運動場棟長寿命化改修 

工事請負契約の締結について

契約の相手方　丸昭・勇　特定建設工事共同企業体

　　　　　　代表者　丸昭建設株式会社

契 約 金 額　２億８,９３０万円

２. 専決処分

�　深田小学校南側フェンスに設置していた横断幕が突風により飛ばされ、県道人吉

水上線を人吉方面から多良木方面へ走行していた相手方の車両左前方へ衝突し車体

を傷つけ、損害を与えたもの。

損害賠償額　４０万６,６４６円（町１００%　相手方０%）

損害賠償金は、町が加入する全国町村会総合賠償補償保険金より全額保証される。

１. 町道立野線災害復旧工事その１（令和４発生災）請負変更契約の締結について

契約金額

（変更前）９,４３８万円

（変更後）７,７７３万５,１２８円

今回変更による減額　１,６６４万４,８７２円

契約の相手方　有限会社　冨山産業

２. 一般会計補正予算（第２号）

�歳入歳出それぞれ５４５万４千円を追加し、総額１２５億８２６万４千円とする。

主なもの

•	町税還付金　300万円

•	林業振興機械等整備事業補助金　200万円

•	部活動各種大会出場補助金　45万4千円

第 3 回会議（7 月 18 日開催）

第４回会議（８月１日開催）

 � あさぎり中学校屋内運動場棟長寿命化改修

町道立野線被害状況

全議案
全会一致で
可 決

全議案
全会一致で
可 決

あさぎり町議会だより　No.80　（8）
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　　〈　第 3 回  〜  第 5 回会議内容　〉

１. �一般会計補正予算（第３号）
歳入歳出それぞれ５億８１１万円を追加し
総額130 億 1,637万 4千円とする。
主なもの
•	財政調整基金積立金　2億 6,774 万 1千円
•	くま川鉄道経営安定化補助金　１,８４０万８千円
•	テレワーク施設運営費　3,270 万円
•	一の木谷工事　４,000 万円
•	公民分館等施設整備補助金　3,317 万円
•	学校給食費　減額２,３６５万５千円
　�　学校給食費は、子育て世帯支援の取り組みとして令和５年度から半額助成を実施してきたが、支援拡充のため �
給食費を本年４月に遡って無償化する予算を９月議会に上程し議決がなされたことで、完全無償化とする。

2. 水道事業会計補正予算（第１号）
資本的収入1億 3,905万6千円を追加し、10 億 6,126万2千円とする。
主なもの
•	岡原配水ポンプ場整備工事
 企業債（上水道整備事業）の限度額を8,430万円補正し、7億 8千万円とする。

前町長から提出されていた「あさぎり町ハラスメントの疑いに関する第三者委員会」の報告に
関する要望については不採択とする。

理由・・・要望の大半は、公表に関することと判断したうえで、その内容から当事者と思われ
る２人の承諾なしには安易に取り扱うことは困難と判断した。なお当事者と思われる２人には、4
月22日に報告書を渡してあり、このことは実質公表ではないかとの考えもあることも申し添える。

常任委員会で調査・審査を行い、「趣旨採択」と報告。全会一致で「採択」となる。

【反対】　当時の町長が提案された、「会議の
経緯は公表しない。答申は町長並びに議長だけ」
とする内容の条例を可決した議会として、今回の
要望に対して公表の採択をするのは自己矛盾で
あり採択には反対とする。

第５回会議（９月６日開催）

あさぎり町学校給食

審 査 報 告

第 5 回会議　表決一覧表（抜粋）　【議 案】議会運営委員会の報告について
議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
氏 　 名 小 松 加 藤 小 谷 岩 本 難 波 加賀山 橋 本 森 岡 豊 永 山 口 皆 越 溝 口 永 井
可 　 否 ○ ○

※議長は議決に加わらない

■議会運営委員会■　
　「あさぎり町ハラスメントの疑いに関する第三者委員会」の報告に関する要望

■総務建設経済常任委員会■　
　「石田橋の架け替え工事着手に関する陳情書」

【賛成】　前町長の提案で第三者調査委員会
が立ち上げられ、議会で可決された。公表を前
提に賛成したが、調査の意義に疑問も感じた。
しかし、予算が認められた以上、公表は必要で
あり、賛成とする。

令和５年度要望第 16 号

令和６年度陳情第１号

不採択

採 択

可 決
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中
学
校
部
活
動
の

週
末
地
域
移
行
に
つ

い
て
の
予
定
は
。

  

教
育
課
長  

　

令
和
５
年
度
部
活
動
地
域

移
行
検
討
協
議
会
の
総
括
と

し
て
、
休
日
の
み
で
な
く
平

日
を
含
め
た
移
行
を
検
討
し

て
い
く
と
い
っ
た
意
見
を
ま

と
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
　

地
域
移
行
の
受
皿

づ
く
り
に
は
、
組
織
・

人
材
・
資
金
等
の
管
理
運
営

能
力
と
あ
わ
せ
て
、
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
対
応
な
ど
の
責
任
能

力
ま
で
必
要
と
思
う
が
。

  

教
育
課
長  

　

先
進
事
例
等
も
参
考
に
協

議
を
進
め
、
移
行
に
携
わ
っ

て
い
た
だ
く
方
々
に
講
習
会

等
も
実
施
を
し
て
い
き
た

い
。

　
　

体
制
整
備
が
な
さ

れ
て
も
、
保
護
者
に

は
経
済
的
負
担
や
送
迎
等
の

負
担
が
発
生
し
、
そ
れ
に
対

応
で
き
な
い
世
帯
が
潜
在
的

に
あ
る
と
考
え
る
。
た
だ
組

織
作
り
を
し
て
そ
こ
に
お
任

せ
す
れ
ば
い
い
と
い
う
問
題

で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。

  

教
育
課
長  

　

移
行
案
が
具
体
化
す
る
中

で
、
保
護
者
の
負
担
軽
減
や

家
庭
格
差
な
ど
に
つ
い
て
も

し
っ
か
り
と
検
討
を
し
て
い

き
た
い
。

　
　

学
校
部
活
動
で
の

ス
ポ
ー
ツ
文
化
に
触

れ
る
機
会
と
そ
の
権
利
は
保

障
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
教

育
現
場
の
働
き
方
改
革
を
理

由
に
、
子
供
た
ち
に
と
っ
て

の
不
利
益
が
拡
大
す
る
よ
う

な
方
向
に
行
っ
て
は
な
ら
な

い
と
考
え
る
が
。

  

教
育
長  

　

人
材
の
確
保
、
経
済
的
な

も
の
、
家
庭
格
差
、
管
理
体

制
を
ど
う
す
る
か
な
ど
が
課

題
と
捉
え
て
い
る
。

　

将
来
に
わ
た
っ
て
中
学
生

が
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
芸
術
等

に
継
続
し
て
親
し
む
環
境
づ

く
り
が
必
要
で
、
地
域
ぐ
る

み
で
子
供
た
ち
の
育
成
に
取

り
組
ん
で
い
け
た
ら
と
考
え

て
い
る
。

　

学
校
部
活
動
が
担
っ
て
き

た
目
的
や
意
義
並
び
に
活
動

に
お
け
る
責
任
や
補
償
、
指

学校部活動の地域移行は

小
こ た に

谷　節
せ つ お

雄 議員

導
者
へ
の
活
動
実
績
に
応
じ

た
適
切
な
報
酬
等
、
諸
課
題

に
対
し
て
移
行
検
討
協
議
会

の
意
見
を
も
と
に
、
生
徒
・

保
護
者
の
思
い
を
踏
ま
え
な

が
ら
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
。

  

町　

長  

　

課
題
も
多
く
、
非
常
に
難

題
が
山
積
し
て
い
る
よ
う
に

感
じ
て
い
る
。
少
子
化
や
働

き
方
改
革
な
ど
は
私
た
ち
大

人
が
つ
く
っ
た
問
題
で
あ
る

と
思
っ
て
お
り
、
学
校
部
活

動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て
は

解
決
策
に
向
け
て
関
係
者
で

十
分
議
論
し
て
い
き
た
い
。

他
の
質
問

●
「
財
政
調
整
基
金
の
適

正
水
準
と
今
後
の
在
り

方
」
に
関
し
て
の
今
後
の

財
政
運
営
に
つ
い
て
。

がんばっています、あさ中部活動

問問

問

問
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議員が町の執行部に対してさまざまな角度から町政について質問します。
※一般質問の文章については、質問者の責任においてそのまま記載とします。

2 次元コードで各議員の
一般質問の動画がご覧になれます。



	
井口川遊水機能を有する土地整備は

豊
と よ な が

永　喜
き い ち

一 議員 　
　

県
で
は
、
令
和
２

年
７
月
豪
雨
災
害
を

受
け
て
策
定
し
た
球
磨
川
水

系
河
川
整
備
計
画
に
基
づ
く

治
水
対
策
と
し
て
、
洪
水
の

一
部
を
と
ど
め
て
お
く
こ
と

が
で
き
る
河
川
沿
い
の
土
地

を
確
保
し
て
遊
水
機
能
を
保

全
し
、
洪
水
を
ゆ
っ
く
り
と

流
し
て
沿
川
の
浸
水
被
害
低

減
を
図
る
遊
水
機
能
を
有
す

る
土
地
の
確
保
、
保
全
を
球
磨

川
流
域
で
計
画
さ
れ
て
い
る
。

　
あ
さ
ぎ
り
町
を
流
れ
る
井

口
川
左
岸
側
に
整
備
を
計
画

し
て
い
る
遊
水
機
能
を
有
す

る
土
地
に
つ
い
て
の
住
民
説

明
会
が
、
地
元
で
開
催
さ
れ

計
画
の
概
要
や
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
案
等
が
示
さ
れ

た
。
町
の
考
え
は
。

  

町　

長  

　

県
の
球
磨
川
水
系
河
川
整

備
計
画
に
つ
い
て
は
、
緑
の

流
域
治
水
に
よ
る
球
磨
川
流

域
に
お
け
る
命
と
環
境
の
両

立
、
令
和
２
年
７
月
豪
雨
か

ら
の
復
旧
と
創
造
的
復
興 

持
続
可
能
な
発
展
の
実
現
を

基
本
理
念
の
も
と
に
河
川
整

備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

井
口
川
で
の
遊
水
機
能
を

有
す
る
土
地
の
整
備
に
つ
い

て
も
河
川
整
備
計
画
に
お
け

る
球
磨
川
上
流
域
へ
の
対
策

の
一
つ
と
し
て
、
氾
濫
を
で

き
る
だ
け
防
ぐ
、
減
ら
す
た

め
の
対
策
に
沿
っ
た
取
組
と

し
て
計
画
さ
れ
て
い
る
も
の

と
認
識
し
て
い
る
。
地
元
説

明
会
で
は
、
地
元
地
権
者
か

ら
の
反
対
も
な
か
っ
た
と
聞

い
て
い
る
。
井
口
川
沿
い
が

浸
水
想
定
区
域
内
に
な
っ
て

お
り
、
浸
水
被
害
の
抑
制
に

つ
な
が
る
も
の
と
思
う
の
で

町
と
し
て
も
、
全
面
的
に
協

力
し
て
い
く
立
場
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

　
　

百
太
郎
溝
鍋
塚
放
水

路
工
事
と
の
関
連
は
。

  

農
林
振
興
課
長  

　

遊
水
地
は
県
で
計
画
さ
れ

て
お
り
、
鍋
塚
放
水
路
は
隣

接
し
て
い
る
が
、
直
接
的
な

関
連
は
現
時
点
で
は
な
い
。

し
か
し
、
流
末
で
あ
る
打
ち

出
し
に
つ
い
て
は
、
井
口
川

で
あ
る
た
め
県
と
の
協
議
を

要
す
る
こ
と
に
な
る
。
百
太

郎
溝
沿
川
に
係
る
越
水
被
害

等
軽
減
の
為
に
実
施
し
て
い

る
事
業
な
の
で
、
い
か
に
し

て
下
流
域
へ
放
水
す
る
か
が

重
要
と
考
え
て
い
る
。

百太郎溝鍋塚放水路

井口川遊水地予定地

問

問
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一 般 質 問一 般 質 問 11 人が登壇 ※一般質問の文章については、質問者の責任においてそのまま記載とします。

2 次元コードで各議員の
一般質問の動画がご覧になれます。



　
　

職
員
が
働
き
や
す
い

職
場
環
境
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
確
保
を
ど
う

し
て
い
る
か
。

  

町　

長  

　

安
全
衛
生
委
員
会
で
、
施

設
面
の
改
善
や
職
員
が
同
僚

や
上
司
な
ど
と
の
人
間
関
係

で
心
身
の
健
康
を
害
す
る
こ
と

が
な
い
よ
う
に
努
め
て
い
る
。

社
会
体
育
施
設
の
維
持
管
理

体
制
と
今
後
の
計
画
に
つ
い
て

　
　

町
民
に
と
っ
て
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動

は
不
可
欠
で
あ
る
。
体
育
館

は
避
難
場
所
と
し
て
の
役
割

も
あ
り
、
夏
場
の
高
温
対
策

の
た
め
の
エ
ア
コ
ン
設
置
は

で
き
な
い
か
。

  

教
育
課
長  

　

現
在
あ
さ
ぎ
り
中
学
校
の

体
育
館
に
空
調
設
備
を
整
備

中
で
あ
る
。

地
区
の
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
の

現
状
と
施
設
の
改
修
等
に
つ

い
て

　
　

リ
サ
イ
ク
ル
品
の

収
集
場
所
や
保
管
容

器
の
確
保
の
た
め
に
町
の
助

成
は
で
き
な
い
か
。

  

町
民
課
長  

　

倉
庫
の
改
修
や
増
築
に
つ

い
て
は
、
町
の
住
民
協
働
事

業
を
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
。

  

町
民
課
長  

　

推
進
員
の
方
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
通
し
て
庁
内

で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

集
落
内
道
路
や
溝
の
環
境
整

備
に
つ
い
て

　
　

今
後
高
齢
化
や
空

き
家
の
増
加
な
ど
で

地
区
の
道
路
維
持
作
業
は
続

け
に
く
く
な
る
。
利
用
者
の

側
に
立
ち
、
道
路
の
安
全
性

を
確
保
す
る
た
め
の
見
直
し

を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

  

町　

長  

　

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化

の
進
行
に
よ
り
、
イ
ン
フ
ラ
の

維
持
管
理
は
非
常
に
影
響
を
受

け
る
部
分
で
あ
る
。
今
後
の
対

応
を
庁
内
で
協
議
し
た
い
。

	
役場職員の就業環境の改善と
　来庁者に対する庁舎内の環境の見直しは

小
こ ま つ

松　英
え い い ち

一 議員

　
　

廃
棄
物
減
量
等

推
進
員
の
業
務
量

や
内
容
が
増
大
し
て
き
て

い
る
。
活
動
報
酬
の
引
き

上
げ
は
で
き
な
い
か
。

　
　

来
庁
者
へ
の
配
慮

や
職
員
の
職
場
環
境

対
策
と
し
て
、
B
G
M
を

流
す
こ
と
は
可
能
か
。

  

総
務
課
長  

　

課
長
会
議
等
で
検
討
し
て

い
き
た
い
。

　
　

社
会
体
育
施
設
全

般
の
定
期
的
な
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
は
。

  
教
育
課
長  

　

予
算
の
関
係
も
あ
る
が 

で
き
る
だ
け
速
や
か
に
対
応

し
た
い
。

雑草が繁茂している町道

リサイクル収集場

問

問問

問

問

問

問
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公
有
財
産
利
活

用
方
針
で
の
説
明

は
解
体
の
み
。
解
体
年
次
の

記
載
は
な
い
。
個
別
ご
と
の

見
直
し
内
容
で
は
、
令
和
５

年
解
体
ま
た
そ
の
後
の
改
定

で
は
令
和
７
年
解
体
と
い
う

表
記
も
あ
る
。　
　
　
　
　

 

　
令
和
３
年
３
月
個
別
施
設

の
方
向
性
の
資
料
で
は
、
上

校
区
公
民
館
は
「
廃
止
解
体

し
ま
す
」
と
は
っ
き
り
記
載

さ
れ
て
い
る
。
令
和
５
年
度

の
一
般
質
問
の
答
弁
で
は 

要
望
書
を
も
と
に
話
し
合
い

を
持
つ
と
い
う
事
で
あ
っ
た

が
、
そ
の
後
の
経
緯
は
。

  

町　

長  

　

存
続
の
要
望
書
を
提
出
さ

れ
た
代
表
の
方
々
と
意
見
交

換
会
を
実
施
し
た
際
に
、
公

共
施
設
個
別
施
設
計
画
、
耐

震
構
造
で
改
修
し
た
場
合
の

経
費
を
説
明
し
、
解
体
・
改

修
費
用
２
億
４
，
５
０
０
万

円
と
い
う
高
額
経
費
を
要
す

る
と
い
う
事
で
、
代
表
の

方
々
も
解
体
に
は
同
意
を
頂

い
た
。

　
　

既
存
施
設
の
活
用

や
、
複
合
化
に
よ
る

代
替
え
施
設
に
つ
い
て
の
検

討
に
つ
い
て
は
。

  

教
育
課
長  

　

教
育
課
単
独
で
い
ろ
い
ろ

進
め
て
い
く
こ
と
が
非
常
に

困
難
で
は
な
い
か
と
い
う
感

想
を
持
ち
、
町
長
・
副
町
長

と
協
議
を
し
、
そ
れ
ぞ
れ
関

係
す
る
各
課
に
よ
る
検
討
委

員
会
を
設
置
し
て
進
め
る
よ

う
町
長
よ
り
指
示
を
受
け 

８
月
に
上
校
区
公
民
館
施
設

整
備
庁
内
検
討
委
員
会
を
立

ち
上
げ
、
９
月
に
は
第
１
回

目
の
検
討
委
員
会
を
実
施
す

よ
う
計
画
し
て
い
る
。

　
　

令
和
６
年
３
月
28

日
公
共
施
設
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
調
査
特
別
委
員
会
に

よ
り
、
上
校
区
公
民
館
の
復
元

に
つ
い
て
、「
趣
旨
採
択
」
と

し
た
が
、
そ
の
後
の
検
討
は
。

  

町　

長  

　

今
町
が
抱
え
て
い
る
土
地

利
用
に
関
し
て
は
、
昨
年
度

解
体
し
た
旧
岡
原
庁
舎
・
旧

上
庁
舎
・
旧
東
庁
舎
・
駅
前

の
用
地
・
キ
ャ
ン
プ
場
そ
う

い
っ
た
複
数
の
土
地
利
用
計

画
で
総
合
的
に
考
え
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

他
の
質
問

　

●
熱
中
症
対
策
に
つ
い
て
。

	
上校区公民館の方向性は

皆
み な ご し

越　てる子
こ

 議員

上校区公民館

問

問

問
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加
か と う

藤　弘
ひろし

 議員

人口減少に歯止め
　　又は緩やかに迎えるための対策は

　
　

人
口
減
少
に
歯
止

め
ま
た
は
緩
や
か
に

迎
え
る
た
め
、
現
在
、
ど
の

よ
う
な
対
策
を
し
て
い
る
か
。

  

企
画
政
策
課
長  

　

４
つ
の
人
口
減
少
対
策
の

方
向
性
を
定
め
て
い
る
。
１

つ
目
が
、
出
生
率
や
健
康
寿

命
の
向
上
。
２
つ
目
が
町

外
転
出
の
抑
制
や
U
I
J

タ
ー
ン
に
よ
る
社
会
動
態
の

改
善
。
３
つ
目
が
地
域
の
魅

力
向
上
。
４
つ
目
が
関
係
人

口
、
交
流
人
口
の
創
出
。

　
　

管
内
の
高
校
生
の

卒
業
時
の
動
向
は
。

ま
た
、地
元
に
残
る
対
策
は
。

  

教
育
課
長  

　

管
内
就
職
者
数
は
59
名
で

７
・
45
％
、
管
外
就
職
者
数

は
２
０
６
名
で
26
・
01
% 

進
学
者
数
は
５
２
４
名
で

66
・
16
％
で
あ
る
。

  

町　

長  

　
官
民
連
携
に
よ
り
、
可
能
性
と

い
う
も
の
を
今
後
探
っ
て
い
く
。 　

　

今
年
成
立
し
た
改

正
食
糧
農
業
農
村
基

本
法
が
、
本
町
の
農
業
に
大

き
く
与
え
る
影
響
は
。

  

農
林
振
興
課
長  

　

①
農
産
物
生
産
費
に
お
い

て
、
肥
料
や
飼
料
な
ど
農
業

資
材
の
高
止
ま
り
の
中
に

あ
っ
て
も
、
食
料
の
価
格
形

成
に
お
い
て
農
業
者
等
に
よ

り
食
料
の
持
続
的
な
供
給
に

要
す
る
合
理
的
な
費
用
が
考

慮
さ
れ
る
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
が
規
定
さ

れ
て
い
る
が
、
詳
細
は
こ
れ

か
ら
議
論
が
進
ん
で
い
く
。

　

②
食
品
の
ア
ク
セ
ス
に
関

し
て
、
物
流
拠
点
の
整
備 

産
地
か
ら
消
費
地
ま
で
の
物

流
対
策
や
担
い
手
の
育
成
・

確
保
、
担
い
手
以
外
の
農
業

者
の
位
置
づ
け
も
影
響
が
大

き
い
。

　　
　

本
町
を
支
え
て
い

く
魅
力
あ
る
農
業
を

守
っ
て
い
く
た
め
、
工
夫
や

行
政
の
支
援
な
し
で
は
や
っ

て
い
け
な
い
。
時
代
に
沿
っ

た
新
規
作
物
の
導
入
、
作
物

の
転
換
、
規
模
拡
大
、
大
型

機
械
の
導
入
、
労
力
節
減
の

た
め
の
設
備
投
資
等
避
け
て

通
れ
な
い
。
緊
急
の
対
策
が

必
要
で
は
。

  

町　

長  

　

こ
れ
ま
で
も
実
情
に
応
じ

て
助
成
を
行
っ
て
来
た
。
今

後
も
、
必
要
と
な
る
支
援
に

つ
い
て
は
、
実
施
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
る
。

高
齢
者
世
帯
へ
の
生
活
支
援

に
つ
い
て

　
　

近
年
の
物
価
高
で 

高
齢
者
世
帯
の
節
約

は
「
も
う
限
界
」
と
い
う
声

を
聴
く
。
支
援
は
。

  

町　

長  

　

本
年
度
の
事
業
と
し
て 

低
所
得
者
世
帯
、
非
課
税
世

帯
に
対
す
る
助
成
金
を
実
施

し
て
い
る
。
今
後
、
国
の
政

策
等
で
交
付
金
が
発
行
さ
れ

る
と
是
非
実
施
し
た
い
。

他
の
質
問

●
リ
ュ
ウ
キ
ン
カ
の
現
状

に
つ
い
て
。

●
空
き
家
対
策
に
つ
い
て
。

●
あ
さ
ぎ
り
町
の
財
政
に

つ
い
て
。

●
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進

に
つ
い
て
。

問

問 問

問問
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農
業
、
農
村
の
維

持
に
欠
か
す
こ
と
が

出
来
な
く
な
っ
た
受
託
や 

機
械
作
業
を
請
け
負
う
農
業

サ
ー
ビ
ス
事
業
体
も
、
近
年

の
資
材
・
機
械
の
高
騰
で
厳

し
い
経
営
状
況
が
続
い
て
い

る
。
担
い
手
農
家
が
作
ら
な

い
耕
作
困
難
な
農
地
も
、
使

命
上
耕
作
を
続
け
農
地
を
維

持
す
る
公
益
性
を
担
っ
て
お

ら
れ
る
。
そ
れ
ら
の
法
人
・

個
人
へ
の
支
援
策
は
急
務
と

思
う
が
。

  

町　

長  

　

経
営
者
の
高
齢
化
、
担
い

手
不
足
、
そ
し
て
生
産
力
の

向
上
維
持
、
さ
ら
に
農
地
を

守
る
た
め
に
は
法
人
化
や
受

託
組
織
は
不
可
欠
で
あ
る
と

思
う
。

  　
　

農
業
機
械
の
導
入

や
更
新
に
多
額
の
資

金
が
必
要
な
た
め
、
機
械
の

台
数
を
減
ら
し
た
り
し
て
経

営
の
維
持
に
努
め
ら
れ
て
い

る
法
人
も
あ
る
。
そ
れ
は
受

託
面
積
の
減
少
に
継
が
る
も

の
と
思
う
。
農
業
サ
ー
ビ
ス

事
業
体
の
法
人
・
個
人
の
経

営
状
況
の
把
握
を
ま
ず
は
実

施
す
べ
き
と
思
う
が
。

    

農
林
振
興
課
長  

  

経
営
の
在
り
方
等
、
見
直

し
も
必
要
で
は
な
い
か
。
経

営
診
断
の
費
用
に
つ
い
て
も

支
援
し
た
い
と
思
う
。
ま
ず

は
担
当
課
へ
状
況
を
聞
か
せ

て
い
た
だ
き
、
そ
れ
を
基
に

検
討
し
た
い
。

  

奨
学
金
返
還
支
援
制
度
の
取

組
み
に
つ
い
て

  　
　

地
域
の
未
来
を
担

う
若
者
を
支
援
す
る

こ
の
制
度
は
42
府
県
７
１
７

町
村
（
球
磨
郡
内
で
は
錦

町
・
球
磨
村
）
で
実
施
さ
れ

て
お
り
奨
学
金
の
返
還
を
自

治
体
な
ど
が
支
援
し
、
若
者

の
地
方
離
れ
の
歯
止
め
や
都

市
部
か
ら
の
U
I
J
タ
ー

ン
の
促
進
効
果
も
期
待
で
き

る
。
費
用
に
つ
い
て
も
特
別

交
付
税
措
置
が
あ
り
町
の
財

政
的
負
担
も
軽
く
、
子
供
た

ち
の
進
学
率
を
上
げ
、
そ
し

て
、
ふ
る
さ
と
に
帰
っ
て
活

躍
で
き
る
様
、
こ
の
制
度
に

取
り
組
め
な
い
か
。

    

町　

長  

　

就
任
当
初
か
ら
定
住
促
進
の

た
め
給
付
型
奨
学
金
の
新
設
を

言
っ
て
い
る
の
で
、
こ
う
い
っ

た
制
度
も
拡
充
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
か
な
と
感
じ
て
い
る
。

  

教
育
長　

　

奨
学
金
を
借
り
る
事
は
借

金
を
背
負
う
事
に
な
る
の

で
、
こ
う
い
う
制
度
は
、
一

歩
前
に
進
む
た
め
の
後
押
し

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
感

じ
て
い
る
。

     

農業サービス事業体の
　経営現況の把握と支援は

小
こ み た

見田　和
か ず ゆ き

行 議員

他
の
質
問

●
主
権
者
教
育
の
推
進
に

つ
い
て
。

問問

問
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昨
年
実
施
し
た
駅

前
ト
ラ
イ
ア
ル
サ
ウ

ン
デ
ィ
ン
グ
の
計
画
の
進
行

状
況
は
。

  

町　

長  

　

官
民
連
携
の
Ｐ
Ｐ
Ｐ
（
※

１
）、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
（
※
２
）
可

能
性
調
査
を
実
施
し
た
が 

ま
だ
見
通
し
が
つ
か
な
い
状

況
に
至
っ
て
い
る
。
今
後
の
活

用
に
つ
い
て
は
、
皆
様
と
の
協

議
の
上
進
め
て
い
き
た
い
。

  

商
工
観
光
課
長  

　

Ｐ
Ｐ
Ｐ
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
可
能

性
調
査
の
中
で
実
施
し
た
ト

ラ
イ
ア
ル
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ

に
つ
い
て
の
応
募
は
な
か
っ

た
が
、
11
月
か
ら
実
行
委
員

会
に
よ
る
マ
ル
シ
ェ
を
継
続

開
催
し
て
い
る
。

　
　

駅
周
辺
整
備
に
つ

い
て
は
今
後
、
ど
う
い

う
形
で
進
め
る
の
か
。

  
商
工
観
光
課
長  

　

行
政
を
は
じ
め
、
議
会 

地
元
業
者
、
民
間
、
住
民
も

含
め
た
知
識
を
深
め
る
た
め

の
学
習
会
が
ま
ず
必
要
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。　

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
等
を
利

用
し
な
が
ら
、
官
民
連
携
に

よ
る
事
業
が
ど
う
い
う
も
の

か
の
知
識
を
深
め
る
こ
と
が

先
決
で
は
な
い
か
と
認
識
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　

駅
前
構
想
に
つ
い

て
の
取
り
組
み
は
も

う
20
年
く
ら
い
た
っ
て
い
る

が
、
町
長
は
駅
前
を
ど
う
し

た
い
の
か
教
え
て
ほ
し
い
。

  

町　

長  

　

日
常
生
活
の
利
便
性
を
図

る
と
と
も
に
周
辺
の
地
域
資

源
を
生
か
す
こ
と
で
更
な
る

発
展
を
遂
げ
る
エ
リ
ア
と
し

て
位
置
づ
け
て
い
き
た
い
。

加
え
て
駅
前
周
辺
の
人
口
密

度
を
上
げ
る
こ
と
も
必
要
だ

と
感
じ
て
い
る
。

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
達
成

に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
　

町
有
林
を
使
っ
た

Ｊ
ク
レ
ジ
ッ
ト
（
※

３
）
取
り
組
む
意
向
は
あ
る

の
か
。

  

農
林
振
興
課
長  

  

熊
本
県
に
お
い
て
Ｊ
ク
レ

ジ
ッ
ト
の
申
請
手
続
き
な
ど

に
関
す
る
伴
走
型
支
援
が
行

わ
れ
て
お
り
、
今
回
こ
れ
に

手
を
挙
げ
、
申
請
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

  

町　

長  

　
Ｊ
ク
レ
ジ
ッ
ト
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
か
ら
の
取
組
に
な

る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
省

エ
ネ
設
備
の
導
入
、
再
生
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に
よ
る
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
低
減
等

を
図
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
る
。

※
1　
P
P
P

公
民
が
連
携
し
て
公
共
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
行
う
ス
キ
ー
ム

※
２　
P
F
I

公
共
施
設
等
の
建
設
、
維
持
管

理
、
運
営
等
を
民
間
の
資
金
、

経
営
能
力
及
び
技
術
的
能
力
を

活
用
し
て
行
う
手
法

※
３　
J
ク
レ
ジ
ッ
ト

経
済
産
業
省
、
環
境
省
、
農
林

水
産
省
が
運
用
す
る
「
J
―
ク

レ
ジ
ッ
ト
制
度
」
に
よ
り
認
証

さ
れ
た
二
酸
化
炭
素
な
ど
温
室

効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
量
や
吸

収
量
で
あ
る
。
排
出
権
と
も
称

さ
れ
る
。

昨年実施した
トライアルサウンディングの結果は

橋
は し も と

本　誠
まこと

 議員

あさぎりマルシェ

駅前ビアガーデン

問

問

問

問
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本
町
で
は
、
体
に

障
が
い
が
あ
る
こ
と

で
、
外
出
時
に
困
っ
た
こ
と

や
差
別
を
感
じ
た
と
い
う
人

が
少
な
か
ら
ず
お
ら
れ
る
よ

う
だ
。
今
後
障
が
い
を
持
つ

人
が
心
配
な
く
外
出
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
に
、
併
せ

て
差
別
を
な
く
す
た
め
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
へ
の
町
長
の
認

識
は
。

  

町　

長  
  　

本
町
に
お
け
る
、
障
が

い
者
手
帳
を
所
持
さ
れ
て
い

る
方
の
割
合
は
８
％
で
あ

る
。
障
が
い
者
御
本
人
そ
し

て
支
援
す
る
家
族
の
高
齢
化

も
進
行
し
て
い
る
こ
と
等
か

ら
障
が
い
福
祉
の
ニ
ー
ズ
は

多
様
化
し
て
お
り
、
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
と
環
境
整
備
を
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
今

後
と
も
、
障
が
い
の
有
無
に

よ
っ
て
分
け
隔
て
ら
れ
る
こ

と
の
な
い
地
域
共
生
社
会
の

実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

  

　
　

災
害
時
の
避
難
行

動
要
支
援
者
（
障
が

い
者
・
高
齢
者
・
乳
幼
児
・

妊
婦
等
）
へ
の
支
援
策
は
。

  

総
務
課
長  

　

平
時
か
ら
、
避
難
行
動
要

支
援
者
名
簿
に
よ
り
対
象
者

の
把
握
を
行
っ
て
い
る
が 

災
害
発
生
時
の
要
支
援
者
の

避
難
に
つ
い
て
は
、
地
域
に

お
け
る
共
助
が
大
事
だ
と
考

え
る
。
そ
の
た
め
に
は
日
頃

か
ら
地
域
の
中
で
顔
の
見
え

る
関
係
づ
く
り
が
大
事
に

な
っ
て
く
る
の
で
、
支
え
合

い
マ
ッ
プ
や
地
区
の
防
災
計

画
書
の
作
成
が
有
効
な
手
段

に
な
っ
て
く
る
と
考
え
る
。

　
　

公
共
施
設
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
の
現
状
は
。

  

財
政
課
長  

　

施
設
が
改
修
さ
れ
る
時
に

手
す
り
や
ス
ロ
ー
プ
を
設
置

ま
た
は
ト
イ
レ
の
洋
式
化
な

ど
を
行
っ
て
い
る
が
、
一
部

の
公
共
施
設
で
は
段
差
や
和

式
便
器
な
ど
が
残
る
な
ど
全

て
の
公
共
施
設
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
に
は
至
っ
て
い
な
い

状
況
で
あ
る
。
今
後
、
公
共

施
設
の
維
持
補
修
・
更
新
な

ど
に
当
た
っ
て
は
、
高
齢
者

や
障
が
い
を
持
っ
た
方
な
ど

に
配
慮
し
、
段
差
や
狭
い
通

路
等
を
解
消
す
る
こ
と
で
誰

も
が
円
滑
に
利
用
で
き
る
建

築
物
の
整
備
を
行
っ
て
い
き

た
い
。

	
バリアフリーの現状は

永
な が い

井　英
え い じ

治 議員

　
　

障
が
い
者
へ
の
理

解
を
深
め
る
た
め
に

は
、
学
校
で
の
福
祉
教
育
が

重
要
に
な
る
と
思
う
が
、
そ

の
現
状
は
。

  

教
育
長  

　

小
・
中
学
校
で
は
、
社
会

福
祉
協
議
会
や
鐘
ヶ
丘
ホ
ー

ム
、
ま
た
は
役
場
の
関
係
課

と
の
連
携
協
力
に
よ
る
高
齢

者
疑
似
体
験
、
視
覚
障
が
い

疑
似
体
験
な
ど
、
福
祉
体
験

や
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
研
修

ま
た
高
齢
者
福
祉
施
設
や
保

育
園
等
で
の
交
流
福
祉
体
験

や
中
学
校
に
お
け
る
職
場
体

験
な
ど
実
際
に
体
験
を
通
し

て
の
学
習
を
行
っ
て
い
る
。

子
供
た
ち
は
高
齢
者
や
障
が

い
者
の
方
々
へ
の
理
解
を
深

め
、
思
い
や
り
と
と
も
に
支

え
合
い
、
共
に
生
活
し
て
い

く
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ん
で

い
る
。

他
の
質
問　

●
農
業
政
策
に
つ
い
て
。

問

問

問 問
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町
長
・
議
員
選
挙

の
投
票
率
は
、
だ
ん

だ
ん
減
少
し
て
き
て
い
る
が 

数
字
を
見
て
ど
の
よ
う
な
認

識
か
。

  

町　

長  

　

年
代
別
に
み
て
も
若
い
世

代
の
投
票
率
が
落
ち
て
い

る
。
若
い
世
代
の
方
へ
政
治

へ
の
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く

取
り
組
み
が
必
要
と
感
じ
る
。

  

選
挙
管
理
委
員
長  

　

合
併
か
ら
20
年
経
過
し
旧

町
村
の
垣
根
が
な
く
な
り 

ま
た
、
議
員
定
数
が
減
少
し

地
元
の
議
員
が
少
な
く
な
り

身
近
で
あ
っ
た
選
挙
が
身
近

で
な
く
な
っ
て
い
る
よ
う
な

感
じ
が
す
る
。

　
　

車
を
活
用
し
、
移
動

し
て
の
期
日
前
投
票

を
行
っ
て
い
る
所
も
あ
る
が　

導
入
す
る
考
え
は
な
い
か
。

  

選
挙
管
理
委
員
長  

　
各
関
係
機
関
の
協
力
を
得

な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た

い
。

　
　

期
日
前
投
票
の
開

始
・
終
了
時
間
の
延

長
ま
た
、
ポ
ッ
ポ
ー
館
１
階

で
の
期
日
前
投
票
は
利
便
性

が
高
ま
り
投
票
率
を
上
げ
る

た
め
の
策
と
し
て
、
検
討
に

値
す
る
と
考
え
る
が
。

  

選
挙
管
理
委
員
長  

　

事
務
局
と
相
談
し
な
が
ら

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　

高
齢
者
や
身
体
障
が

い
者
の
た
め
に
デ
マ
ン

ド
タ
ク
シ
ー
の
活
用
と
利
用

料
金
の
免
除
は
で
き
な
い
か
。

  

町　

長  

　

デ
マ
ン
ド
交
通
を
運
営
し

て
い
る
会
社
と
も
協
議
し
検

討
し
た
い
。

　
デ
ジ
タ
ル
社
会
を
踏

ま
え
指
定
さ
れ
た
投

票
場
だ
け
で
な
く
、
ど
こ
で

も
投
票
が
で
き
る
共
通
投
票

場
の
設
置
は
で
き
な
い
か
。

  

総
務
課
長  

　

ま
さ
に
そ
の
通
り
で
し
て

今
後
の
課
題
と
い
う
ふ
う
に

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

  

町　

長  

　

再
度
、
支
援
金
交
付
要
綱

の
見
直
し
を
検
討
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。

上
校
区
公
民
館
（
旧
議
場
）

存
続
の
代
替
え
案
は
、
い
つ

提
示
す
る
の
か

　
　

上
校
区
公
民
館（
旧

議
場
）
存
続
の
要
望

に
つ
い
て
、
代
替
え
案
を
提

示
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

が
、い
つ
提
示
さ
れ
る
の
か
。

  

町　

長  

　

未
定
で
す
。

　
　

雨
漏
り
す
る
上
校

区
公
民
館
（
旧
議
場
）

を
早
急
に
解
体
し
、
私
が
提

案
し
て
い
る
内
容
も
含
め

て
、
新
た
な
構
想
を
年
度
内

に
は
説
明
い
た
だ
き
た
い
。

  

町　

長  

　

代
替
え
案
の
提
示
後
に

解
体
す
る
計
画
で
あ
っ
た

が
、
現
状
を
見
る
と
解
体
を

急
ぐ
の
も
一
つ
の
案
と
思
う
。

「
子
育
て
す
る
に
は
、
あ
さ

ぎ
り
町
」
に
逆
行
し
て
い
な

い
か

　
　

昨
年
度
ま
で
子
供

た
ち
が
全
国
大
会
・

県
大
会
等
の
出
場
経
費
を
町

が
３
分
の
２
を
補
助
し
て
い

た
が
、
今
年
か
ら
減
額
さ
れ

た
。
町
長
は
「
子
育
て
す
る

に
は
、
あ
さ
ぎ
り
町
」
と
言

わ
れ
て
い
る
が
逆
行
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。

投票率を上げるため
　　車での移動投票の取り組みは

溝
み ぞ ぐ ち

口　峰
み ね お

男 議員

五
條
市
に
お
け
る

車
移
動
期
日
前
投
票
所

の
取
り
組
み

問

問

問

問

問

問問

問

あさぎり町議会だより　No.79　（18）

一 般 質 問一 般 質 問

2 次元コードで各議員の
一般質問の動画がご覧になれます。



	
文化財の国指定後の対応は

加
か が や ま

賀山　瑞
み つ こ

津子 議員 　
　

勝
福
寺
毘
沙
門
天

像
は
２
０
１
５
年
に

国
指
定
重
要
文
化
財
と
な
っ

た
。
し
か
し
、
説
明
看
板
は

県
指
定
表
記
の
ま
ま
で
あ

り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新

も
行
わ
れ
て
い
な
い
。
国
指

定
の
文
化
財
の
価
値
を
正
し

く
伝
え
る
為
の
広
報
や
看
板

更
新
に
関
す
る
今
後
の
取
り

組
み
は
。

  

町　

長  
  

国
指
定
を
受
け
た
後
の
町

と
し
て
の
関
わ
り
が
足
ら
な

か
っ
た
点
は
非
常
に
反
省
す

る
と
こ
ろ
。
大
変
貴
重
な
歴

史
遺
産
で
あ
り
後
世
に
し
っ

か
り
継
承
す
べ
き
も
の
だ
と

考
え
て
い
る
。

　
　

町
内
の
文
化
財
の

数
は
。

  

教
育
課
長  

　

国
県
町
で
１
４
５
の
指

定
。

　
　

説
明
看
板
に
つ
い

て
は
劣
化
が
著
し
い

も
の
が
あ
る
。
町
内
全
域
の

計
画
的
な
対
応
が
必
要
で

は
。

  

教
育
課
長  

　

毘
沙
門
堂
、
内
山
観
音
堂 

阿
蘇
釈
迦
堂
に
つ
い
て
は 

本
年
度
に
内
容
修
正
・
建
て

替
え
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　

１
４
５
も
指
定
が

あ
る
の
だ
か
ら
１
年

に
２
つ
３
つ
で
は
な
く
、
早

急
に
体
制
を
整
え
て
頂
き
た

い
。
今
後
デ
ー
タ
の
３
Ｄ
化 

Ｖ
Ｒ
映
像
の
活
用
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
の
発
信
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の

活
用
等
、
今
後
取
り
入
れ
て

い
く
事
は
で
き
な
い
か
。

  

デ
ジ
タ
ル
政
策
審
議
監   

　

文
化
財
の
デ
ー
タ
保
存
の

必
要
性
は
世
界
的
に
も
注
目
さ

れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

３
６
０
度
写
真
等
、
今
出
来
る

方
法
で
文
化
財
の
性
質
に
合
わ

せ
て
検
討
し
て
い
く
事
が
有

用
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
来
年
度

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
向
け
て
今

作
業
を
進
め
て
い
る
。

　
　

文
化
財
講
座
の
開

催
等
に
併
せ
て
、
文

化
財
を
よ
り
身
近
な
も
の
と

す
る
一
つ
と
し
て
絵
や
書
道

等
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
計
画
は

で
き
な
い
か
。

  

教
育
長  

　

学
校
に
お
い
て
は
、
毎
年

文
化
財
め
ぐ
り
を
実
施
し
て

い
る
。
絵
や
書
道
で
町
の
魅

力
を
発
信
す
る
の
は
素
晴
ら

し
い
事
。
学
校
長
と
学
校
と

協
議
し
な
が
ら
検
討
し
て
み

た
い
。

そ
の
他
の
質
問

●
広
域
的
な
第
３
の
路
線
と

し
て
、
五
木
宮
原
線
の
整
備

へ
の
考
え
は
。

深田荒茂勝福寺毘沙門堂

老朽化の激しい須恵釈迦堂説明板

問

問

問問

問

（19）　令和 6 年　11 月発行

一 般 質 問一 般 質 問

2 次元コードで各議員の
一般質問の動画がご覧になれます。



学力、いじめの認知件数、不登校生徒数
　特別支援学級児童生徒数の現在の状況は

岩
い わ も と

本　恭
や す の り

典 議員 　
　

学
力
は
、
小
学
校

か
ら
中
学
校
に
か
け

て
上
昇
し
て
い
る
と
い
う
事

だ
が
。

  

教
育
長  

　

本
町
の
学
力
は
全
国
や

県
平
均
と
同
等
で
、
特
に

２
０
２
４
年
４
月
の
全
国
学

力
調
査
で
は
国
語
と
算
数
・

数
学
が
県
平
均
を
上
回
っ

た
。

　
　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
、
Ｉ

Ｏ
Ｔ
機
器
の
進
化
に

よ
り
語
彙
力
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
能
力
、
デ
ィ

ベ
ー
ト
力
等
が
低
下
す
る
懸

念
が
あ
る
が
。

  

教
育
長  

　

小
学
１
年
生
か
ら
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
導
入
し
、
こ
れ
に

よ
り
視
覚
的
理
解
が
深
ま

り
、
生
徒
の
意
見
共
有
や
集

団
学
習
が
効
果
的
に
行
わ
れ

て
い
る
。
筆
記
力
低
下
の
懸

念
が
あ
る
一
方
で
、
対
話
や

討
論
の
進
化
に
は
I
C
T

教
育
が
有
効
と
さ
れ
て
い
る
。 　

　

潜
在
的
な
い
じ
め

を
把
握
す
る
こ
と
が

重
要
で
、
防
止
に
は
道
徳
教

育
、
人
権
教
育
の
充
実
が
必

要
と
思
う
が
。

  

教
育
長  

　

道
徳
教
育
や
人
権
教
育
も

重
視
し
、
学
校
全
体
で
い
じ

め
撲
滅
や
人
権
意
識
の
向
上

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　

不
登
校
が
増
加
し

て
い
る
原
因
は
。

  

教
育
長  

　

原
因
の
特
定
が
難
し
く 

無
気
力
、
い
じ
め
、
家
庭
環

境
、
学
力
不
振
な
ど
が
考
え

ら
れ
る
が
、
最
も
多
い
の
は

無
気
力
で
、
主
要
な
要
因
と

し
て
上
昇
し

て
い
る
。

　
　

フ
ァ
ミ
リ
ー
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
は
あ
る

か
。

  

教
育
長  

　

球
磨
教
育
事
務
所
の
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
の
連
携

や
、
家
庭
教
育
支
援
員
を
配

置
し
て
問
題
解
決
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　
　

特
別
支
援
学
級
の

生
徒
数
増
加
で
、
不

登
校
や
い
じ
め
、
ス
ト
レ
ス

な
ど
が
増
加
の
要
因
と
な
る

問
題
は
な
い
か
。

  

教
育
長  

　

現
状
で
は
特
別
支
援
学
級

で
の
生
活
や
周
囲
の
要
因
が

直
接
的
な
原
因
と
な
っ
て
い

る
例
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

　
　

い
じ
め
の
件
数
が

増
加
し
て
い
る
が
。

  
教
育
長  

　

認
知
方
法
と
し
て
中
学
校

で
は
毎
月
ア
ン
ケ
ー
ト
、
小

学
校
で
は
毎
学
期
ア
ン
ケ
ー

ト
や
教
育
相
談
を
実
施
。
保

護
者
や
教
職
員
の
見
取
り
を

通
じ
、
子
供
の
表
情
や
態
度

に
異
変
が
あ
れ
ば
相
談
を
行

い
、
問
題
を
掘
り
下
げ
て
確

認
す
る
方
法
を
と
っ
て
い
る
。

問問

問

問

問問

問
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○
７
月
１
日
（
月
）

委
員
会
付
託
案
件
・
陳
情
書
に
つ
い
て

　

石
田
橋
の
架
け
替
え
工
事
着
手
に
関
す
る
陳
情

書
が
、
柳
別
府
区
長
・
塚
脇
区
長
・
百
太
郎
溝
土

地
改
良
区
理
事
長
よ
り
提
出
。
又
陳
情
の
趣
旨
・

理
由
ま
た
は
説
明
を
記
載
し
、
陳
情
賛
同
者
名
簿

を
添
え
て
の
提
出
と
共
に
、
柳
別
府
・
塚
脇
の
区

総
会
議
事
録
も
添
付
済
で
あ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
建
設
課
よ
り
石
田
橋
の
状

況
に
つ
い
て
詳
細
に
説
明
を
受
け
た
。

総
務
建
設
経
済
常
任
委
員
会

○
８
月
22
日
（
木
）

所
管
事
務
調
査
18
件

○
９
月
２
日
（
月
）

所
管
事
務
調
査
１
件

選
挙
管
理
員
報
酬
等
の
誤
払
い
に
つ
い
て

　

総
務
課
長
よ
り
詳
細
に
説
明
を
受
け
、
委
員
会

と
し
て
、
全
庁
、
金
額
の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
更

な
る
入
念
な
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
強
化
に
努
め
て
い

た
だ
き
た
い
と
申
し
入
れ
を
し
た
。

○
９
月
19
日
（
木
）

委
員
会
付
託
案
件
・
現
地
調
査

　

採
択
し
た
。

○
７
月
22
日
（
月
）

教
育
長
及
び
教
育
委
員
と
の
意
見
交
換
会
を
実
施
。

（
１
）
教
育
方
針
と
目
標
に
つ
い
て

（
２
）
生
徒
の
福
祉
と
安
全
に
つ
い
て

①
い
じ
め
や
学
校
内
の
ト
ラ
ブ
ル

②
不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
対
応
に
つ
い
て

（
３
）
特
別
支
援
教
育
の
現
状
と
今
後
の
方
針

と
児
童
生
徒
へ
の
対
応
策
に
つ
い
て

　

今
回
初
め
て
の
取
り
組
み
と
し
て
、
意
見
交
換

会
を
計
画
し
た
が
教
育
委
員
の
皆
さ
ん
の
熱
心
な

意
見
を
伺
う
事
が
出
来
た
。

○
８
月
26
日
（
月
）

所
管
事
務
調
査
15
件

■
町
民
課　

◆�　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
回
収
容
器
購
入
（
折
り

畳
み
容
器
・
ト
ン
袋
）
に
つ
い
て
は
、
回
収
時

に
町
民
の
作
業
が
煩
雑
に
な
ら
な
い
様
に
と
の

意
見
が
あ
っ
た
。

■
健
康
推
進
課

◆�　

ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
推
進
事
業
補
助
金
（
医

療
用
か
つ
ら
・
乳
房
補
正
具
等
）
県
内
で
は
10

自
治
体
ほ
ど
取
り
組
み
が
あ
る
が
、
今
回
球
磨

人
吉
で
は
あ
さ
ぎ
り
町
が
初
め
て
取
り
組
む
こ

と
と
な
っ
た
。

◆�　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
保
険
証
が
一
体
と

な
る
マ
イ
ナ
保
険
証
に
つ
い
て
は
、
国
民
健
康

保
険
証
や
後
期
高
齢
者
証
が
な
く
な
る
こ
と
に

つ
い
て
町
民
へ
の
周
知
を
徹
底
す
る
よ
う
意
見

が
あ
っ
た
。

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

石田橋視察の様子プラスチックごみ回収
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◯
８
月
21
日
（
水
）

　

令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
１
億
１
，
８
９
１
万
７
千
円
追
加
し
予
算

の
総
額
を
17
億
４
，７
２
２
万
７
千
円
と
さ
れ
た
。

令
和
５
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に

つ
い
て
、
会
計
管
理
者
・
代
表
監
査
委
員
か
ら
決

算
審
査
意
見
書
の
報
告
を
受
け
た
後
、
委
員
８
名

と
す
る
「
令
和
5
年
度
決
算
特
別
委
員
会
」
を
設

置
し
、
付
託
す
る
こ
と
に
決
定
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
発
議
第
１
号
新
ご
み
処
理
施
設
建
設

に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
に
関
す
る
決
議
で
は 

提
出
者
の
提
案
理
由
の
説
明
を
聞
き
、
質
疑
採
決

を
行
い
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
委
員
長
に
山
口

和
幸
議
員
が
、
互
選
さ
れ
た
。

〇
８
月
20
日
（
火
）

　

令
和
６
年
第
２
回
臨
時
会
が
、
会
期
１
日
で
開

催
。
議
案
２
件
が
上
程
さ
れ
、
全
会
一
致
で
原
案

可
決
さ
れ
た
。

　

今
回
の
議
案
で
人
吉
球
磨
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー

の
設
立
（
令
和
７
年
４
月
稼
働
予
定
）
に
向
け
た

共
同
運
用
及
び
業
務
共
同
化
に
向
け
た
協
議
会
の

設
置
が
必
要
で
、
十
市
町
村
が
９
月
定
例
会
に
お

い
て
、
同
文
議
決
が
可
決
さ
れ
た
。

人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合
議
会

上
球
磨
消
防
組
合
議
会
報
告

❖ 令和６年度町村議会広報研修報告 ❖
 
　令和６年９月 25 日（水）町村議会広報研修会が東京都港区虎ノ門のニッショーホールにて開催された。

①　読まれる議会広報紙の作り方　中本正樹氏
・読む人の心の変化を設計している。
・読む人側の視点で作っている。

②　�パッと伝わる広報紙に！やってはいけないデザイン講座　平本久美子氏
・デザインする前に！必ず決めること。
・�パッと目にとまるため目立つ！レイアウトの鉄則。
・�これだけで見違える！３つのデザインルール。

③　読まれない議会だよりに出す意味なし　鈴木詠子氏
・聴く・動く寄居町議会の挑戦。
・�基本姿勢、町民参加、政策サイクル、優先順位、言葉で伝える、写真で伝える。

　研修の中で具体的なアドバイスを受け、各委員が共用し、住民目線で「伝える」から「伝わる」
より良い広報紙づくりにしていきたいと感じた。

（橋本　誠）

人
吉
・
球
磨
地
域
の
消
防
指
令
業
務

令和６年９月２６～２７日
人吉球磨広域行政組合視察研修

「北薩広域行政事務組合」

現
在
は
・
・
・

共
同
化
さ
れ
る
と
・
・
・
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月　　日 行　　事　　名 参　加　者

８
月

1 日 議員懇談会・全員協議会、第 4回会議
公共施設マネジメント調査特別委員会 全員

9 日 定例郡議長会（球磨地域振興局） 議長

13日 議会運営委員会 議会運営委員
正副議長

16日 全員協議会 全員

22日 総務建設経済常任委員会 総務建設経済常任委員

26日 厚生文教常任委員会 厚生文教常任委員
議長

27日 令和 6年度町村議会正副議長研修会（オンライン） 正副議長

９
月

2 日 議員懇談会・全員協議会
総務建設経済常任委員会

全員
総務建設経済常任委員

3 日 議会運営委員会 議会運営委員
正副議長

6 日 ～ 20日
（12.17.18.19 日休会）９月定例会（第 5回）開会 全員

6 日 全員協議会 全員

12日 第 66回熊本日日新聞社金婚夫婦表彰並びにあさぎり町金婚夫婦表彰式
厚生文教常任委員会

議長
厚生文教常任委員

19日 議会運営委員会、全員協議会、公共施設マネジメント調査特別委員会
広報調査特別委員会、各常任委員会 全員

20日 全員協議会 全員

25日～ 26日 令和 6年度町村議会広報研修会（東京都：ニッショーホール） 広報調査特別委員
議長

27日 第 73回球磨畜産共進会（錦町）
定例郡議長会（球磨地域振興局）

議長他
議長

1 0
月

1 日 厚生文教常任委員会
議員懇談会・全員協議会、あさぎり町給食センター視察

厚生文教常任委員
全員

3 日 椎葉村・西米良村議会と上球磨正副議長会との交流会（西米良村）正副議長

5 日 笑祭 議長

7 日 令和 6年度町村議会議員意見交換会（錦町） 全員

9 日 広報調査特別委員会
令和 6年度第 1回熊本県町村議会議員研修会 (オンライン）

広報調査特別委員
全員

15日 全員協議会、第 6回会議
広報調査特別委員会

全員
広報調査特別委員

24日 令和 6年度葉たばこ販売視察（合志市） 正副議長
総務建設経済正副委員長

26日～ 27日 関東ふるさと会（東京都：ルポール麹町） 議長、議員 2名

28日 広報調査特別委員会
百太郎水戸神社秋季感謝祭（多良木町）

広報調査正副委員長
議長

31日 厚生文教常任委員会 厚生文教常任委員
議長

議員活動報告
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　人吉市からあさぎり町（当時須恵村）に移り住み 36 年が過ぎました。
自宅と職場を往復していた頃、「あーら、久しぶりー！！」「元気しとったー？」
ご近所でありながらこんな会話を交わしていましたが、仕事を辞めてから地域がぐっと身近

になりました。
現在、覚井ときめきサロンや地域ふれあいサポート「覚井何なっとしゅう会」のお世話役

をしています。サロンでは百歳体操やクイズ、歌唱やもの作りなどを行ったり、たまには楽
器や舞踊を鑑賞したりと、みなさんが楽しく参加できるように考えています。

「覚井何なっとしゅう会」では、防災マッ
プやお年寄りへのサポート体制作りを行いま
した。毎月の寄り合いでは、この覚井班で気
になることなどを出し合って解決に向け話し
合います。先日は危機管理監をお招きしミニ
講話をしていただきました。そのお話の中で

「防災マップやサポート体制は大変重要である
が、それ以前に大事なことは地域やご近所同
士のつながりである。」と言われた言葉が実に
印象的でした。

社会福祉協議会の皆さんには、いつもいつもアドバイスをいただき大変お世話になってい
ます。先日は「シニアの通い場」活動募集があり早速応募しました。私たちの中では 10 年
以上も前から出ていた話です。それが実現に向かおうとしていることを嬉しく思います。囲
碁将棋、健康麻雀、楽器演奏、野外スポーツ、何ができるかとワクワクします。（まだ審査
に通っていませんけど）

歳を重ねても心配ごとや悩みが無くなることはありません。でも地域やコミュニティと
いった周囲の人たちが協力し、助け合い、楽しく健やかに過ごせるなら、歳をとるのも悪く
ないと考えているこの頃です。

　

あ
さ
ぎ
り
町
議
会
で
は
、「
地
方
自

治
の
未
来
を
創
る
調
査
特
別
委
員
会
」

を
設
置
し
、
議
員
の
な
り
手
不
足
や
議

会
の
活
性
化
・
透
明
化
を
議
論
し
て
い

ま
す
。
解
決
策
と
し
て
、
議
会
活
動
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ラ
イ
ブ
配
信
し 

議
事
録
の
公
開
を
進
め
る
こ
と
で
町

民
の
理
解
を
深
め
、
ま
た
、
議
員
報
酬

や
勤
務
条
件
の
改
善
、
若
者
や
女
性
が

参
加
し
や
す
い
環
境
整
備
が
必
要
だ

と
考
え
ま
す
。
さ
ら
に
、
町
民
と
の
意

見
交
換
会
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
定

期
的
に
開
催
し
、
地
域
課
題
へ
の
関
心

を
高
め
、
多
様
な
人
材
が
活
躍
で
き
る

環
境
づ
く
り
を
促
進
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

  （
岩
本　

恭
典
）

みんなで何なっとしゅうか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　須恵　（覚井）　高

た か た

田　真
ま ゆ み

由美さん

編
集
発
行
者
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皆
越　

て
る
子

町 の 声民 　このコーナーは町民の皆さまの日頃の活
動状況や議会・町に関する要望等を寄稿し
ていただき、作成しています。議員が依頼
に伺った際は、ご協力をお願いします。
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編

集
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記

オカリナ演奏鑑賞（サロン）

あ
さ
ぎ
り
町
議
会
だ
よ
り

発
行

／
あ

さ
ぎ

り
町

議
会

　
編

集
／

議
会

広
報

調
査

特
別

委
員

会
〒

868-0408　
　

熊
本

県
球

磨
郡

あ
さ

ぎ
り

町
免

田
東

1199
番

地
T

E
L

 （
0
9
6
6
）
4
7
-0
3
1
2

E-m
ail　

syoki-gikai@
asagiri.kum

am
oto.jp　

印
刷

：
㈲

町
田

印
刷

★お願い★　「議会広報」の腕章をした議員が、写真撮影等でお伺いして取材します。
 　　　　　　議会広報に載ることがあります。ご理解とご協力をお願いします。

※本紙内容の無断複写および SNS 等への投稿、掲載は一切禁止します。


